
 恩返し。恩送り。…。 

今在る姿・現状は、過去の現れ・結果、未来への掲示！ 

 桜の花が満開を迎える頃、一般の芋・ビートの移植作業

は最盛期。桜の開花が早まると思われたこの春は、ゴール

デンウィークの終了と共に作業が終わりました。そしてカ

ッコウを目安に５月中旬以降に行っていた自然農法の芋の

播種は、８日に終了しました。例年では、畑の近くにある

李（スモモ）の白い花が満開の頃です。 

 順調？過ぎる春の農作業。でも周囲に目を向けると…。 

 

  ３日： 新月 旧 ５月 １日 

  ６日： 芒種 

 １７日： 満月 旧 ５月 １５日 

２２日： 夏至 

 

 先月号に掲載したヒバリが鳴かない不思議。５月には、カッ

コウまで。初鳴きを待って作業をした方が良かったのか？ 

 黒大豆の播種を５月１４日に行いました。李の花が満開。 

 ６月３日に大豆のパオパオを剥いでみると、発芽の不揃い。 

正常に発芽した

と思われる物は

本葉４枚程に成

っている。出芽

しようとして地

割れは見えてい

るのに…。 

セミの初鳴きを

調べて見ると、

６月に入ってか

ら鳴くと考えて

いた初鳴きが、

５月下旬に早ま

って来ている事

が明らかに見てとれます。 

 ５月２０・２１日の強風、その後の高温旱魃。渇きの時に一杯の水に心潤わされる事を思い、微

少ながらスプレーヤーで畑のビートに散水を続けた数日間でした。 
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  感謝と健康をベースにした 人・家庭・まちづくり   
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